
給紙カセットの用紙状態確認方法 
給紙カセットのガイド位置が適切でないと用紙サイズが正しく認識されない場合があります。 

用紙を補充する際は給紙カセットの「用紙長さガイド」および「用紙幅ガイド」の位置にご注意ください。

また、用紙は必要以上に詰め込まないようにしてください。 

 

■用紙長さガイドの扱い方 
ガイドを①の位置で両サイドからつまむと、②の方向で左右スライドさせることができます。 

 
 

■用紙幅ガイドの扱い方 
ガイドの①の部分を押し込むと、②の方向で前後スライドさせることができます。 

 
  



■用紙状態の確認方法 
プリンタ操作パネルの「状況確認/ジョブ中止」ボタンを押して「状況確認」画面を表示させてください。 

 
「状況確認」画面を「用紙/消耗品」タブに切り替えると給紙カセットの用紙状態が一覧表示されます。 

 
モノクロプリンタは給紙カセットの1～4、カラープリンタは給紙カセット1～2を確認して、「サイズ」項目が
実際に入っている用紙と違うサイズに認識されているようでしたらガイド位置を調整しなおしてください。
また、「状態」項目がパーセント表示以外になっている場合は用紙量が正しく認識されていませんので
給紙カセットに必要以上の用紙が詰め込まれてないかなどをご確認ください。
確認し終えたら「閉じる」を押して「状況確認」画面を閉じてください。

  【ワンポイントアドバイス】 
　　用紙束を給紙カセットに入れる際、重さでガイド位置がずれてしまうことがあります。
　　ガイド位置が少しでもずれるとB5やFolioと認識されてしまうようなのでご注意ください。
なお、全学計算機システムではA4用紙への印刷がデフォルトになっていますので、
用紙サイズが誤認されている給紙カセットからは給紙されないようになっています。

以上 


